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第 ２ 章  細   則 
 
１ 概  要 

本整備は、汚泥処理棟に設置されている電気温水器の整備を行い、併せて汚泥処理課内のフロン排出抑
制法に係わる第一種特定製品機器の定期点検等を行うものである。 

 
２ 期  限 

本整備の期限は、令和９年３月１２日とする。 
 
３ 場  所 

京都市南区上鳥羽塔ノ森梅ノ木１ 
京都市上下水道局下水道部鳥羽水環境保全センター 

 
４ 機器仕様 
（１）電気温水器（汚泥処理棟） 

名   称 電気温水器 
型   式 EST-3 
貯 湯 量 3,000L 
電 気 容 量 電気ヒーター40 ㎾（20㎾×2段）、3φ×200V×60Hz 
製 造 番 号 03-93060004-001 
製 造 年 月 1994/ 8 
製 作 者 (株)日本イトミック 
台   数 １ 台 

 
（２）第一種特定製品機器（７．５ｋW以上） 

名   称 空冷エアコン 

型   式 
SZVCP450KR（室内ユニット:FVYCP450MAR、 

室外ユニット:RZCP450KHR） 
冷   媒 

ユニット圧縮機 
R410A 
10.5kW ３φ×200V×60Hz 

製 造 番 号 AO10096、AO10097 
製 造 年 月 2018/4 
製 作 者 ダイキン工業株式会社 
台   数 ２ 台 

 
５ 点検整備内容 
（１）電気温水器（汚泥処理棟）の整備 

ア ヒーターの絶縁、断線チェック、内部洗浄を行うこと。 
イ マグネシウム棒（19φ×1000L-1 本 19φ×1500L-1 本）・ガスケット等消耗品類を取り替えること。
（受注者準備） 

（２）第一種特定製品機器の定期点検 
ア 空調機器（汚泥消化タンク機械棟）について、フロン排出抑制法に係わる第一種特定製品機器（7.5
㎾以上）の定期点検を行うこと。 
なお、定期点検は、フロン類及び第一種特定製品の専門点検の方法について十分な知見を有する有資格

者が検査を自ら行うか又は立ち会うこと。 
  イ 定期点検の内容は、フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律第 16条第 1項の規定によ

る第一種特定製品の管理者の判断の基準となるべき事項（平成 26年 12 月 10 日付け経済産業省・環境省
告示第 13号）第二の 2に定めるものとする。 

 
６ 雑  則 
（１）作業終了後は必ず周辺の清掃、後片付けを行うこと。 
（２）本整備において発生した現場発生品はセンター指定場所に返納すること。 

また、冷媒ガスは回収し、破壊処理を行い、証明書を提出すること。 
（３）本仕様書に明記されていなくても作業を行うために必要な事項は、受注者の責任によりこれを行うこ

と。 
（４）その他詳細については、監督員と打合せのうえその指示に従うこと。 


